
中間まとめへの意見（５）
◆第４章　第２節２（２）【２０頁～２２頁】
「紙」と「電子」出版権の一体設定の是非について
「紙の出版」か「電子の出版」かということは、出版行為自体の本質的な違いではなく、単に伝達媒体の違いに過ぎません。映像や音楽の世界においても、媒体を問わずコンテンツの流通、公衆への伝達を実現していくことが重要になってきています。支分権ごとに出版権者が異なることは、権利関係を複雑にしてコンテンツの円滑な流通に影響を与える恐れもあるとも考えられます。また、紙の出版物のインターネット上での海賊版は多数出現しており、これに対抗するためには出版権も一体設定としなければ有効な対策をとることは難しいと思われます。ただ、出版物の個別の事情に応じた選択も可能にするため、どちらか一方のみの出版権の設定も可能とする余地を残しておくことも必要です。したがって、「紙」と「電子」の出版権については、一体設定を原則とし、その上で、当事者間の取り決めによりどちらか一方のみの設定も可能であるとするのが適当と考えます。
◆第4章　第３節３②【２６頁～２９頁】
海賊版対策
実際の「海賊版」対策においては、多様な手段を相手や侵害状況に応じて適切に講じることでより効果を上げることができると思われます。したがって、「紙」と「電子」の出版権の一体設定と併せて、みなし侵害規定を設ける等の対策を講じることが効果的と考えます。


